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女
子
教
育
問
題
に
就
て

教
育
は
邦
家
の
生
命
元
気
と
な
る
べ
き
人
材
を
長
成
し
、
永
述
不
朽
に
護
法
す
べ
き
邦
家
の
基
礎
を
培
益
す
る
須
要
機
関
な
り
。
さ
れ
ば

之
が
護
達
整
頓
を
計
ら
ず
し
て
、
徒
ら
に
邦
家
富
強
の
策
を
講
じ
永
久
の
基
礎
を
定
め
ん
と
す
る
は
、
治
ほ
砂
上
に
家
屋
を
建
設
す
る
と

ロ
ん
含
ん
ぶ
ん
う
ん

一
般
、
其
風
雨
の
厄
に
逢
ふ
て
傾
倒
せ
ざ
る
も
の
殆
ど
稀
な
り
と
す
。
思
ふ
に
我
邦
親
近
文
運
の
進
歩
率
ろ
驚
く
べ
き
も
の
あ
っ

て
存

す
ゐ
〈
わ
〈

す
、
其
教
育
制
度
の
著
し
く
整
頓
護
達
し
来
り
て
、
山
村
の
溢
、
水
郭
の
畔
、
児
童
の
翠
舎
に
昇
降
す
る
よ
り
、
中
央
大
都
の
下
、
世
界

に
比
肩
す
べ
き
一帝
一
園
大
間
半
の
設
け
あ
る
が
如
き
、
其
教
育
普
及
の
程
度
と
高
等
教
育
を
施
す
皐
校
数
と
の
如
き
は
、
之
れ
を
敵
米
文
化
の

隆
運
と
同
一
一
回
す
べ
き
に
非
ら
ず
と
雌
も
、
兎
に
角
、
開
園
三
十
年
問
、
教
育
制
度
比
年
進
歩
の
結
果
と
し
て
、

一
般
国
民
智
識
の
程
度

著
し
く
培
進
し
、
同
時
に
無
皐
者
の
数
減
少
し
て
、
迷
信
漸
く
薄
ら
ぎ
、
必
風
次
第
に
改
ま
り
、
従
っ
て
園
民
の
品
位
徐
々
上
進
し
来
り

し
は
、
内
外
人
の
湾
く
之
を
認
識
せ
、
ざ
る
を
得
ざ
る
の
率
一
貫
と
す
。
然
り
事
官
た
る
に
相
違
な
し
と
雌
も
、

一
た
び
進
ん
で
之
を
大
局
の

上
よ
り
翻
然
す
る
時
は
、
吾
人
を
し
て
鰍
駅
を
守
る
能
は
ざ
ら
し
む
る
も
の
あ
る
を
見
る
な
り
。
何
ぞ
や
我
邦
に
於
る
が
手
掛
骨
酌
骨
是

な
り
。

五c了華文I'Y演説

し
か
り
み
と
ら
ず

従
来
我
邦
に
於
て
教
育
と
し
日
は
く
、
無
一意
識
的
に
男
子
教
育
の
み
を
指
す
も
の
な
る
か
の
如
く
思
惟
し
、
加
之
宮
際
に
於
け
る
教
育

機
闘
も
、
亦
専
ら
男
子
を
教
育
す
べ
く
備
へ
ら
れ
し
が
如
き
の
翻
あ
り
。
勿
論
近
来
に
至
り
僅
か
に
女
子
教
育
の
聾
を
聴
く
も
の
あ
る

も
、
其
の
援
や
買
に
微
且
つ
弱
に
し
て
、
し
か
も
亦
女
子
教
育
と
は
、
字
、
は
一
種
の
遊
繁
な
る
か
の
如
く
思
惟
せ
ら
れ
其
の
多
く
は
官
用

を
期
せ
ず
、
富
裕
蝕
り
あ
る
名
門
富
家
の
女
子
が
、
慰
み
中
寸
分
に
四
四
千
ぶ
が
如
き
迩
な
き
に
非
ら
ず
、
従
っ
て
其
高
等
教
育
を
施
す
べ
き
皐

校
の
僅
少
な
る
と
、
其
の
組
援
の
不
完
全
な
る
は
吾
人
を
し
て
、
僻
た
恨
然
た
ら
し
む
る
も
の
な
く
ん
ば
あ
ら
ず
。
故
に
其
所
謂
教
育
あ
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る
婦
人
と
云
ふ
も
多
く
は
竿
知
字
解
の
も
の
多
く
、
世
人
を
し
て
往
々
其
の
弊
害
に
堪
へ
ざ
ら
し
め
、
迭
に
非
女
子
教
育
を
さ
へ
唱
道
せ

し
む
る
も
の
あ
る
に
至
る
。
更
に
文
教
育
な
き
一
般
多
数
の
婦
女
子
の
如
き
は
、
全
く
世
運
時
潮
の
以
外
に
別
居
し
て
、
園
家
の
死
生
存

亡
に
闘
す
る
問
題
に
謝
し
て
さ
へ
、
冷
々
淡
々
相
闘
知
せ
さ
る
が
如
き
も
の
あ
る
な
り
。
事
情
斯
の
如
く
な
る
を
以
て
。

一
般
一
服
曾
に
於

け
る
婦
女
子
の
地
位
、
殆
ど
認
識
せ
ら
れ
ず
、
有
れ
ど
も
無
き
が
如
き
の
翻
あ
る
は
是
れ
量
文
明
圏
の
民
相
な
る
可
け
ん
や
。
況
ん
や
之

〈

h
っ
せ
ん
ぢ
ゃ
う
り

の
新
機
運
に
鞭
ち
、
新
運
命
を
世
界
の
活
戦
場
裡
に
試
み
ん
と
す
る
新
興
園
の
欺
態
な
る
べ
け
ん
や
。
女
子
の
天
才
を
護
揮
し
、
女
子
の
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本
性
を
護
揚
し
、
女
子
の
地
位
を
上
進
せ
し
む
る
は
百
に
我
邦
戦
後
の
経
営
問
題
巾
最
念
最
要
の
問
題
な
り
と
云
ふ
も
誰
れ
か
敢
て
之
を

担
ま
ん
や
。

蓋
し
女
子
の
枇
舎
に
於
け
る
貫
際
の
地
位
程
、
範
囲
の
・炭
く
、
其
責
任
の
重
く
、
其
影
響
の
大
な
る
も
の
少
な
か
る
可
し
。
手
近
か
く
例

せ
は
妻
と
な
り
で
は
其
夫
に
謝
す
る
責
任
あ
り
、
母
と
な
り
で
は
其
子
女
を
教
義
燦
育
す
る
義
務
あ
り
、
其
子
女
と
云
ふ
の
故
を
以
て
軽

視
し
去
る
事
勿
れ
。
這
般
子
女
と
そ
、
之
れ
貨
に
将
来
園
家
耐
曾
を
継
続
す
可
き
第
二
の
園
民
に
し
て
其
之
を
数
設
す
る
の
買
任
重
大
な

る
は
云
ふ
迄
も
な
く
、
影
響
の
及
ぶ
所
宴
と
に
一
人
一
家
に
止
ら
ず
、
延
い
て
邦
家
命
辺
の
消
長
興
壊
に
大
闘
係
あ
る
を
忘
る
べ
か
ら
ざ

ぼ
つ
れ

つ

る
な
り
。
鰹
世
鰹
固
に
志
あ
る
者
、
眼
中
山
一旦
女
子
問
題
を
波
了
し
て
可
な
ら
ん
や
。

果
し
て
然
ら
ば
如
何
K
し
て
か
女
子
の
天
才
を
襲
揮
し
、
勢
力
を
護
揚
し
、
地
位
を
檎
進
す
る
を
得
る
か
、
此
問
題
を
解
韓
せ
ん
と
欲
せ

ば
吾
人
は
ん
外
子
教
育
を
指
て
他
に
求
む
可
ら
ざ
る
を
確
信
す
る
な
り
、
然
ら
ば
即
戦
後
鰹
借
問
題
中
の
問
題
た
る
女
子
問
題
も
蹄
#一
周
す
る

所
教
育
問
題
K
在
る
を
知
ら
ず
や
。

女
子
教
育
、
是
れ
官
K
刻
下
の
最
要
問
題
K
属
す
。
然
れ
ど
も
此
範
囲
の
庚
く
且
大
な
る
問
題
に
謝
し
て
吾
人
は
今
此
に
之
を
詳
論
す
る

の
遣
を
有
せ
ず
。
請
者
請
ふ
、
其
詳
細
を
知
ら
ん
と
欲
せ
は
拙
著
「
女
子
教
育
」
、
嵩
山
堂
編
輯
の
「
女
子
教
育
談
」
及
び
今
将
に
出
ん

と
す
る
此
の

「
女
子
教
育
演
説
」
等
を
一
罰
あ
れ
。
然
る
に
其
の
後
世
間
往
々
吾
人
の
本
一意
を
誤
解
す
る
者
亦
な
き
に
し
も
あ
ら
ざ
る
も



の
i
A

却
し
、
乃
ち
弦
に
吾
人
が
近
時
間
志
と
共
に
其
設
立
計
蓋
を
天
下
に
接
表
せ
し
ん
弘
子
大
泉
校
の
程
度
及
ひ
位
地
等
に
闘
し
、
柳
か
吾

人
の
所
信
を
開
陳
し
以
て
本
書
の
序
言
K
代
へ
ん
と
欲
す
。

吾
人
の
今
絡
に
設
立
せ
ん
と
欲
す
る
所
の
女
皐
校
は
、
之
を
栴
し
て
日
本
女
子
大
間
半
校
と
云
ふ
。
稿
し
て
日
本
女
子
大
皐
校
と
云
ふ
と
雌

も
、
其
官
其
内
部
に
は
、
幼
稚
園
あ
り
、
小
皐
校
あ
り
、
高
等
女
翠
校
あ
り
、
大
謬
本
科
あ
り
、
故
に
其
目
的
も
亦
必
ず
し
も
唯
大
早
教

育
の
み
に
あ
ら
ざ
る
や
明
白
な
り
。
之
を
要
す
る
に
、
日
本
女
子
大
翠
校
設
立
の
目
的
大
略
三
つ
あ
り
。
一
に
日
く
、
女
子
教
育
の
上
進

を
謀
る
に
在
り
。
是
れ
高
等
女
間
竿
校
卒
業
後
、
大
凡
三
ヶ
年
修
業
の
大
事
本
科
を
設
け
ん
と
欲
す
る
所
以
な
り
。
而
し
て
此
の
大
皐
本
科

あ
る
は
、
即
日
本
女
子
大
墾
校
て
ふ
名
橋
の
因
て
起
り
た
る
所
以
な
り
と
す
。

二
に
臼
く
、
事
理
的
放
に
白
地
的
K
、
女
子
教
育
を
研
究

し
、
其
の
改
善
を
催
が
し
、
以
て
愈
々
日
本
女
子
に
通
切
な
る
教
育
を
麓
達
せ
し
め
ん
と
す
る
K
在
り
。是
れ
下
に
幼
稚
園
、
小
翠
校
、
若

く
は
高
等
女
皐
校
を
設
け
、
努
ら
以
て
女
子
教
育
研
究
の
目
的
を
達
せ
ん
と
欲
す
る
所
似
な
り
。
夫
斯
の
如
く
、
，

K
F教
育
の
上
進
を
謀

り
、
改
善
を
促
し
、
以
て
間
接
に
、
女
子
教
育
並
に
教
育
全一
般
の
普
及
を
助
け
ん
と
欲
す
。
是
れ
貨
に
、
其
の
第
三
の
目
的
な
り
。
故
に

日
本
女
子
大
皐
校
の
目
的
は
、
唯
大
皐
教
育
の
み
を
施
す
K
非
ら
ず
、
従
て
其
の
組
織
も
、
亦
唯
大
削
学
部
の
み
に
て
成
立
す
る
者
に
非
ら

ざ
る
な
り
。
夫
れ
此
の
女
子
大
撃
は
本
邦
に
於
て
創
設
に
属
す
る
の
み
な
ら
ず
、
五
ロ
人
は
後
来
日
本
枇
曾
が
進
歩
控
注
す
る
に
仲
ふ
て

益
々
必
要
を
感
じ
来
る
此
の
女
子
大
撃
部
に
十
分
力
を
致
さ
ん
と
す
る
素
志
を
懐
く
が
故
に
、
其
内
K
幼
稚
凶
あ
る
も
之
れ
を
幼
稚
園
と

も
云
は
ず
、
小
翠
校
あ
る
も
之
を
小
皐
校
と
も
命
ぜ
ず
、
高
等
女
皐
校
あ
る
も
之
を
高
等
女
翠
校
と
も
呼
ば
ず
し
て
、
日
本
女
子
大
皐
校

と
は
栴
し
た
る
な
り
。

女子教育演説

又

其

程

度

の

如

き

は

、

徒

ら

に

高

淵

を

等

ぶ

に

非

ら

ず

。

一

種

特

別

の

、

吾

邦

あ
な
が
ち
、
、
、
、
、
、

婦
人
に
心
-塾
通
切
な
る
程
度
の
女
子
大
翠
校
を
興
さ
ん
と
と
を
期
す
る
に
在
り
。
故
に
或
る
論
者
の
言
の
如
く
、
強
に
順
序
を
誤
り
、
程

度
K
頓
着
せ
さ
る
架
空
的
計
輩
に
非
ざ
る
な
り
。
之
を
換
言
す
れ
ば
、
吾
人
が
設
立
せ
ん
と
す
る
女
子
大
撃
は
、
本
邦
女
主
の
臨
力
と
智

叉
卑
近
を
好
む
K
非
ず
。
未
だ
曾
て
世
界
に
比
類
な
き
、
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力
と
の
護
達
の
程
度
に
順
歯
し
た
る
二
種
特
異
の
高
等
専
門
教
育
を
施
さ
ん
乙
と
を
期
す
る
も
の

K
し
て
、
決
し
て
日
本
男
児
の
篤
に
設

194 

け
ら
れ
た
る
帝
国
大
墜
と
其
の
高
き
を
宰
ひ
、
若
く
ば
北
米
女
子
の
篤
に
設
け
た
る
女
子
大
皐
と
其
度
を
等
せ
ん
と
欲
す
る
も
の
に
あ
ら

さ
る
な
り
。
犬
れ
均
し
く
大
皐
と
云
ふ
も
、
其
程
度
高
低
参
差
、
必
ず
し
も
一
定
不
動
の
者
に
非
ざ
る
な
り
。
世
に
は
高
度
の
大
皐
も
あ

れ
ば
、
低
度
の
大
型
も
あ
る
も
の
な
り
。
然
り
而
し
て
、
吾
人
が
女
子
大
撃
を
設
立
す
る
は
、
本
邦
現
時
の
女
子
教
育
の
程
度
を
、
今
一

層
高
向
の
度
に
進
め
ん
と
欲
す
る
に
在
り
と
云
ふ
は
、
取
り
も
直
さ
ず
過
度
に
高
等
な
る
女
子
大
与
を
設
く
る
の
弊
を
避
け
、
本
邦
婦
人

わ
岳
会
小
か
卦
島
か

ιrpわ
恥
小
島
打
、

υ
ル
わ
勝
亦
払
加
{
炉
仇
げ
恥
世
止
法
九
T
奇
跡
し
め
ハ
ゲ
ハ
」
わ
か
臥
r
m
w
わ
が
ハ
」
ム
ド
。

叉
或
る
論
者
は
日
く
、
本
邦
次
子
の
中
等
教
育
未
だ
普
及
せ
ざ
る
今
日、

一
躍
し
て
女
子
大
撃
を
設
立
す
る
は
、
借
悌
な
き
櫨
閣
を
建
築

す
る
と
何
ぞ
擦
ば
ん
や
と
。
是
れ
宮
に
一
腹
道
理
あ
る
議
論
K
し
て
、
等
閑
K
付
し
去
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
な
り
と
雌
も
、
詮
す
る
所
卒
ろ

皮
相
の
見
た
る
を
兎
れ
ざ
る
な
り
。
之
を
内
外
の
数
育
史
に
徴
す
る
に
教
育
事
業
の
普
及
謹
達
の
跡
に
は
自
ら
低
き
よ
り
高
き
に
進
む

と
、
高
き
よ
り
低
き
に
及
ぼ
す
と
の
二
途
あ
る
を
認
む
。
此
の

二
途
た
る
や
、
場
合
と
時
機
と
に
臨
み
、
前
後
緩
A

一芯
に
膳
じ
て
、
偏
重
偏

樫
な
く
、
通
用
採
揮
す
べ
き
も
の
な
り
と
す
。
若
し
夫
れ
中
等
教
育
が
具
備
完
成
せ
ざ
る
以
上
は
断
じ
て
女
子
大
島
f

を
起
す
べ
か
ら
ず
と

云
ふ
が
如
く
ん
は
、

到
底
女
子
大
皐
設
立
の
暁
を
見
る
べ
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
民
個
に
女
子
教
育
の
普
及
護
達
を
妨
害
す
る
の
太
し

き
も
の
な
り
と
す
。

向
早
論
な
る
も
の
は
穂
じ
て
何
等
の
事
業
に
せ
よ
、
之
を
創
設
す
る
の
際
に
は
、
起
り
易
き
一
種
の
反
釘
論
に
し
て
、
五
回
人
が
初
め
て
女

す
で

子
大
準
設
立
の
趣
旨
を
世
に
公
に
せ
し
時
よ
り
、
既
に
業
K
鼓
期
せ
し
所
な
れ
ば
、
其
の
起
る
は
素
よ
り
吾
人
の
は
は
ま
ざ
る
所
な
り
。
然
れ

ど
も
世
人

一
般
が
其
必
要
を
認
識
し
、

一
人
の
早
向
論
を
唱
ふ
る
者
な
き
暁
に
至
て
之
に
着
手
せ
ん
か
是
れ
既
に
幾
分
か
其
の
時
機
を
失

、

、

、

、

.

へ
ん
在
ん
せ
い
り

ひ
た
る
も
の
な
れ
ば
、
向
早
論
者
の
耕
難
捜
裡
に
、
之
れ
が
創
設
に
従
事
す
る
は
極
て
緊
要
の
ζ

と
な
り
と
す
。
而
し
て
吾
人
の
一意
見
を

立
誼
す
る
も
の
は
、
掛
り
教
育
史
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
締
て
の
事
業
の
歴
史
は
皆
吾
人
の
意
見
を
立
読
す
る
も
の
な
り
。
況
ん
や
本
邦
女
子



の
中
等
教
育
は
、
其
普
及
未
だ
完
か
ら
ず
と
雌
も
、
識
者
の
眼
中
に
は
女
子
大
翠
の
必
要
既
に
判
明
な
る
K
於
て
を
や
。

た
と
へ

然
る
に
惑
る
論
者
は
日
く
、
設
令
女
子
大
皐
設
立
の
必
要
あ
り
と
す
る
も
、
今
日
之
を
大
阪
に
創
設
す
る
の
必
要
を
認
む
る
能
は
ず
、
何

と
な
れ
ば
、
大
阪
の
教
育
は
未
だ
十
分
普
及
援
達
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
大
阪
の
境
遇
は
教
育
K
有
害
な
り
と
。
是
れ
亦
賓
に
一
躍
道
理

あ
る
議
論
な
り
と
す
。
吾
人
は
元
来
関
東
K
一
一
校
関
西
K
一
校
、
九
州
K
一
校
、
都
合
三
校
の
女
子
大
撃
を
設
立
し
て
、
之
を
日
本
女
子

教
育
の
三
大
中
心
動
と
な
し
、
以
て
其
上
進
、
改
善
、
及
普
及
を
謀
ら
ん
と
欲
す
る
の
素
志
を
懐
く
者
な
る
が
、

之
を
創
設
す
る
の
順
序

は
、
通
常
の
場
合
よ
り
之
を
云
は
ぜ
、
先
づ
東
京
よ
り
着
手
し
、
順
次
闘
西
九
州
に
及
ぼ
す
べ
き
を
以
て
、
品
回
田
を
得
た
る
も
の
な
り
と
信

ず
。
然
る
に
日
本
の
教
育
は
殆
ん
ど
東
京
に
吸
集
せ
ら
る
ふ
の
翻
あ
り
、
是
れ
日
本
数
化
の
矯
め
に
決
し
て
賀
す
べ
き
の
慶
事
に
あ
ら
ざ

j;(J三教育演説

る
な
り
。
教
化
の
中
心
は
成
べ
く
之
を
地
方
K
分
配
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
而
し
て
関
西
に
於
て
京
都
の
如
き
は
既
に
京
都
大
皐
の
設
立
せ

ら
る
L

あ
る
も
、
関
西
の
小
脳
若
く
は
大
脳
の
地
位
を
占
め
た
る
我
大
阪
に
於
て
は
、
商
工
の
控
達
頗
る
神
速
に
し
て
、
其
の
機
関
も
近

年
大
に
整
頓
せ
し
と
雌
も
、
向
ほ
一
の
教
育
中
心
軸
あ
る
な
し
、
一
の
教
化
中
心
黙
あ
る
な
し
、
是
れ
買
に
我
大
阪
の
風
俗
が
賓
利
に
偏

し
、
人
情
が
浮
薄
な
り
と
の
出
許
を
招
く
以
所
K
非
ず
や
。
夫
れ
然
り
、
動
骨
骨
静
か
鈴
皆
、
一
↓
一
」
恥
m
山
内
動
小
酌
歩
い
骨
ハ
r
p
h
v
小
必

ゎ
、
机
加
わ
が
づや
わ
郎
平
和
」
卦
わ
一ぃ
、
肌
脚
骨
b
M
m
か
秘
わ
か
恥
、
仙
骨
ι
p
h
u
h
v
、
mw
わ
酌
伶
i
川
民

w
h』
昨
山
払
「
わ
か
れ
川
、
必
臥
r
b卦
仏
。
勿
論
一
方
よ

り
、
之
を
論
ず
れ
ば
、
四
国
の
境
遇
善
良
な
る
所
に
皐
校
を
設
立
す
べ
き
は
、
教
育
撃
者
の
定
論
な
り
と
錐
も
、
亦
一
方
よ
り
云
ば
、
動

山
や
め
め
動
小
掛
骨
ぃ
、
骨
骨
ん
山
骨
勝
争
仲
か
か
か
か
わ
」
和
す
る
も
の
な
れ
ば
、
骨
動
小
か
め
Am目
わ
ゆ
掛
か
事
め
か
、
少
野
小
掛
か
る
も
の
な

り
。
故
に
素
よ
り
吾
人
必
ず
し
も
は
大
阪
の
一
世
曾
腐
敗
せ
り
と
は
謂
ざ
れ
ど
も
、
惑
る
論
者
の
日
る
如
く
、
大
阪
の
枇
曾
が
果
し
て
一
般

の
教
育
機
闘
を
損
傷
す
る
に
有
力
な
り
と
せ
ん
か
、
却

っ
て
盆
々
大
阪
に
女
子
大
準
設
立
の
必
要
を
感
ぜ
ず
ん
ば
あ
ら
さ
る
な
り
。
且
つ

世
曾
境
遇
の
善
不
善
、
良
不
良
は
、
到
底
比
較
的
の
ζ

と
の
み
。
東
京
の
枇
曾
境
遇
は
善
良
な
れ
ど
も
、
大
阪
の
枇
曾
は
不
善
不
良
な
り

と
云
ふ
者
あ
る
も
、
是
れ
只
五
十
歩
百
歩
の
差
異
の
み
。
東
京
の
枇
命
日
境
遇
必
ず
し
も
有
効
に
し
て
、
大
阪
の
枇
合
国
境
遇
は
悉
く
有
害
な
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る
も
の
の
み
に
あ
ら
古
る
な
り
。
若
し
論
ヰ
掛
か
動
小
厳
密
hk貫
白

川
小
仁
川

h
わ
ゆ
、
勝
山
幽
h
r
か
地
れ
い
動
掛
小
動
小
め
か
め
払
r
b
・
お
か
わ

た

と

り
。
是
れ
到
底
言
ふ
べ

く
し
て
行
ふ
べ
か
ら
ざ
る
の
設
な
り
。
設
令
ひ
其
の
境
遇
に

一官官
あ
り
と
す
る
も
、
亦
た

一
利
な
き
に
あ
ら
ざ
る
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な
り
。
夫
れ
今
後
の
日
本
枇
命
日
は
桃
源
の
紳
仙
枇
曾
に
あ
ら
ず
し
て
多
事
多
忙
の
活
動
枇
曾
な
り
、
市
し
て
日
本
国
中
枇
曾
が
最
も
活
動

し
生
命
に
充
満
せ
る
庭
は
日
本
圏
中
大
阪
を
以
て
最
と
す
べ
し
。
大
阪
は
買
に
今
後
に
於
る
日
本
枇
舎
の
活
動
の
本
源
に
し
て
又
中
心
な

り
。
然
る
に
活
動
枇
舎
に
生
存
す
る
者
は
活
動
的
な
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
而
し
て
其
の
活
動
的
の
人
物
は
活
動
社
命
固
に
於
て
之
を
養
成
せ
ず

、
、
、
、
、

すいれん

、
、
、
、
、
、

ん
ば
得
べ
か
ら
ざ
る
な
り
。
彼
の
翠
簾
深
く
垂
れ
込
め
た
る
裡
に
人
と
な
り
た
る
柔
弱
な
る
女
子
は
恰
も
暖
室
中
の
草
木
と

一
般
未
だ
鍛

錬
足
ら
ざ
れ
ば
活
動
的
枇
命
自
に
於
て
何
の
貢
献
す
る
所
も
無
く
し
て
移
ら
ん
の
恐
あ
る
可
し
。

加
之
教
育
法
其
宜
き
を
得
な
ば
却
て
幣
風

思
俗

K
感
染
せ
ざ
る
の
み
な
ら
ず
、
其
の
不
良
の
境
遇
に
劃
す
る
反
動
の
結
果
は
大
に
健
全
な
る
良
心
を
養
ふ
を
得
べ
き
は
吾
人
の
既
に

経
験
す
る
庭
な
り
。

是
れ
此
の
数
知
は
則
ち
吾
人
が
先
づ
第
一
に
地
を
大
阪
K
卜
し
女
子
大
祭
校
を
設
立
せ
ん
と
欲
す
る
所
以
な
り
と
す
。



日
本
女
子
大
挙
校
設
立
の
必
要

貴
穎
紳
士
諸
君
。
今
日
は
斯
く
も
賑
々
し
く
御
光
来
の
柴
を
恭
け
な
う
致
し
ま
し
て
、
貨
に
感
謝
の
至
り
に
存
じ
ま
す
。
私
は
先
づ
第
一

に
日
本
女
子
大
翠
校
の
趣
旨
を
述
ぶ
べ
き
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、

ζ

れ
は
既
に
主
意
書
で
も
陳
述
致
し
、
ま
た
拙
著
「
女
子
教
育
」
及
び

段

、

此
頃
出
ま
し
た

「
女
子
教
育
談
」
の
中
に
も
略
々
表
は
れ
て
居
る
女
第
で
ど
ざ
い
ま
す
る
か
ら
、
こ
れ
は
重
ね
て
申
し
述
ぶ
る
必
要
は
あ

る
ま
い
と
思
ふ
、
故
に
乙
れ
は
省
く
こ
と
に
致
し
ま
す
。

私
が
幼
年
の
頃
で
ど
ざ
い
ま
し
た
が
、
私
の
郷
里
の
牒
命
闘
に
一
大
宰
論
が
起
り
ま
し
た
、
其
時
の
模
様
は
明
ら
か
に
記
憶
し
て
居
り
ま
す

る
が
、
と
れ
は
皐
校
と
病
院
と
の
先
後
軽
重
の
宰
ひ
で
ど
ざ
い
ま
し
た
、
甲
論
者
は
日
く
、
健
康
は
百
般
の
基
礎
で
あ
る
。
先
づ
病
院
を

起
さ
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
乙
論
者
は
日
く
、
教
育
は
園
家
生
長
の
根
本
で
あ
る
個
人
控
遠
の
基
礎
で
あ
る
か
ら
し
て
、
宜
し
く
先
づ
皐

校
K
力
を
致
す
べ
し
、
病
院
は
後
廻
し
に
す
る
方
が
宜
し
い
と
云
ふ
乙
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
で
も
ζ

れ
に
類
す
る
宰
ひ
が
、

往
々
ζ

の
一
世
命
自
に
現
は
れ
る
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
商
業
家
は
日
く
、
商
業
が
第
一
で
あ
る
、
軍
人
は
日
く
。
軍
備
が
第
e

一
で
あ
る
、
文

た
教
育
家
が
申
し
ま
す
る
に
は
、
教
育
が
第
一
で
あ
る
と
。
斯
の
如
く
に
互
ひ
に
相
宰
ふ
と
云
ふ
と
と
は
昔
も
今
も
佐
々
起
る
こ
と
で
ど

ひ

カ

あ

か

ま

ざ
い
ま
す
る
が
、
と
れ
は
園
家
と
云
ふ
も
の
は
、
彼
我
相
須
っ
て
隆
盛
に
赴
く
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
ζ

と
を
気
附
か
ざ
る
僻
設
で
あ
る
、

国
家
を
自
分
と
同
一
に
感
じ
な
い
誤
謬
の
一意
見
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
、
誰
も
分
る
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
。
固
よ
り
商
業
に
あ
れ
、
軍
事

女子教育演説

に
あ
れ
、
教
育
に
あ
れ
、
そ
の
従
事
す
る
と
と
ろ
の
職
業
に
熱
中
す
る
と
云
ふ
と
と
は
、
貨
に
賀
す
べ
き
ζ

と
で
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
併

し
ζ

の
一
耽
曾
と
云
ふ
も
の
は
錯
綜
せ
る
機
関
を
有
っ
て
居
る
有
機
酷
で
あ
っ
て
、
彼
我
相
待
ち
、
相
関
係
し
、
相
助
け
合
う
て
成
立
っ
て

197 

居
る
も
の
で
あ
る
、
生
長
謹
達
す
る
も
の
だ
と
一ぷ
ふ
こ
と
を
忘
れ
、
ζ

の
枇
曾
大
局
の
上
よ
り
打
算
し
来

っ
て
方
針
を
立
て
な
い
と
き
に



は
、
大
い
な
る
楠
筈
を
招
く
ζ

と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

ζ

の
我
日
本
帝
園
は
四
千
蔦
の
国
民
を
以
て
成
立
っ
て
居
る
一
つ
の
身
睡
で
ど
ざ
い
ま
す
、
こ
の
身
躍
の
中
に
は
種
々
の
機
闘
が
あ
る
剖
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ち
手
足
と
云
ふ
べ
き
も
の
が
あ
る
、
又
は
五
臓
と
云
ふ
べ
き
も
の
も
あ
る
、
或
は
脳
髄
一
柳
躍
と
云
ふ
や
う
な
も
の
が
ど
ざ
い
ま
し
て
、
乙

の
総
て
の
機
闘
が
相
待
っ
て
初
め
て
生
存
を
保
ち
控
達
を
盆
げ
て
行
く
ζ

と
が
出
来
る
。
そ
乙
で
こ
の
国
家
の
手
足
と
な
り
、
腕
力
と
な

る
も
の
は
兵
力
で
あ
り
、

ζ

の
身
櫨
の
中
を
循
環
し
て
、
而
し
て
身
悼
を
養
う
て
居
る
と
こ
ろ
の
血
液
は
商
業
で
あ
り
、
そ
の
血
液
の
循

環
を
司
ど
り
、
ま
た
と
の
四
肢
の
運
動
を
支
配
す
る
と
乙
ろ
の
脳
髄
榊
鰹
と
な
っ
て
居
る
も
の
は
、
教
育
で
あ
ら
う
と
考
へ
ら
れ
ま
す
。

そ
れ
ゆ
ゑ
に
こ
の
身
韓
が
一
も
歓
け
る
所
な
く
、
完
備
し
て
居
り
ま
し
で
も
、
若
し
此
中
の
脳
髄
が
病
気
に
躍
り
或
は
神
経
が
衰
弱
致
し

ま
し
た
な
ら
ば
、
C
の
身
躍
は
或
は
白
痴
に
な
る
か
、
又
は
廠
癖
し
て
役
に
立
た
な
い
様
に
な
っ
て
参
り
ま
す
、
叉
た
之
の
脳
髄
は
い
く

ら
健
全
で
ど
ざ
い
ま
し
で
も
、

ζ

の
身
髄
の
中
の
血
液
が
腐
れ
て
く
る
か
、
或
は
徳
騒
が
必
る
く
な
り
ま
し
た
な
ら
.
は
、乙

の
脳
髄
は
働
き

を
全
た
う
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
や
う
に
な
っ
て
来
る
。
そ
れ
で
ζ

の
融
合
口
と
云
ふ
も
の
は
、
凡
て
の
機
関
が
相
待
っ
て
一
致
共
動
し
、

互
ひ
に
相
顧
み
て
、
各
部
が
活
穫
に
活
動
を
い
た
し
ま
し
て
、
初
め
て
進
運
隆
盛
K
成
る
乙
と
が
出
来
る
語
で
あ
ら
う
と
考
へ
ま
す
。

園
家
に
お
き
ま
し
で
も
ま
た
そ
の
通
り
で
ζ

さ
い
ま
す
。
そ
の
脳
髄
た
り
一柳
鰹
た
る
教
育
が
正
賞
に
活
漉
に
活
動
し
て
居
な
い
と
き
に
は

つ
う
し
ゃ
一ヲ

国
家
は
航
海
し
、
園
民
は
無
智
と
な
る
の
で
あ
り
ま
す
、
園
家
の
諸
機
関
は
互
ひ
に
彼
我
の
痛
庫
を
感
せ
ず
、
随

っ
て
公
共
心
援
に
愛

園
心
と
云
ふ
も
の
を
失
ひ
、
私
を
去
っ
て
公

K
っ
き
、
協
心
同
力
国
家
の
大
事
を
篤
す
ζ

と
能
は
ず
、
四
分
五
裂
私
利
を
是
れ
貧
る
の
惨

ゆ
た

欺
に
陥
り
ま
す
。
併
し
な
が
ら
商
業
が
妻
へ
工
業
が
振
は
な
い
時
K
は
、
園
何
を
以
て
富
み
、
民
何
を
以
て
裕
か
な
る
を
得
ま
せ
う
か
。

園
痩
せ
民
貧
し
き
と
き
に
は
、
教
育
何
を
以
て
行
は
れ
、
人
情
何
を
以
て
淳
厚
な
る
を
得
ま
せ
う
か
、
軍
備
何
を
以
て
完
備
し
園
威
何
を

以
て
護
揚
す
る
を
得
ま
せ
う
か
、
若
し
ま
た
兵
備
の
完
備
を
欽
く
と
き
に
は
何
を
以
て
外
園
の
侮
辱
を
克
か
れ
亡
園
の
-耐
を
脱
す
る
と
と

を
得
ま
せ
う
か
。
そ
と
で
園
家
の
進
運
隆
盛
と
云
ふ
も
の
は
、
そ
の
高
般
の
諸
機
闘
が
拘
ち
揃
ふ
て
国
満
平
均
K
謹
達
す
る
に
あ
ら
ざ
れ



ば
得
て
望
む
べ
か
ら
ざ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

然
る
に
我
が
園
の
現
況
は
如
何
で
あ
り
ま
す
か
、
諸
機
関
護
達
の
程
度
は
如
伺
で
あ
り
ま
す
か
、
文
そ
の
護
達
は
能
く
平
均
調
和
し
て
を

り
ま
す
か
、
と
れ
は
大
切
な
る
問
題
で
ど
ざ
い
ま
せ
う
と
思
ひ
ま
す
。
今
ζ

の
我
が
帝
園
の
身
髄
の
中
に
働
い
て
を
る
諸
機
闘
の
護
達
を

こ
の
富
の
力
な
り
、
兵
の
力
な
り
、
教
育
の
力
な

り
、
遺
憾
な
が
ら
我
が
一帝
園
は
未
だ
諸
強
園
に
及
ぼ
ぬ
と
と
ろ
が
占
め
る
。
私
が
今
蕊
に
之
を
申
し
ま
す
の
は
吾
国
民
た
る
も
の
大
に
警
醒
覧

船
い
「
勝
打
、
和
か
静
小
野
か
h
t
h
か
恥
が
恥
骨
わ
ぬ
が
わ
」
恥
い
貯
や
か
が
い
か
か
い
が
わ
。
手
掛
骨
臥
町
九
川
島
わ
酌
骨
骨
骨
い
か
働
わ
わ
い

ん
と
と
を
熱
望
す
る
よ
り
之
を
云
ひ
た
い
で
す
、
先
づ
我
が
海
固
た
る
日
本
の
海
軍
の
力
は
如
何
で
あ
る
か
、
統
計
上
よ
り
い
へ
ば
世
界
の

ζ

れ
を
欧
米
各
国
の
有
様
と
比
較
し
て
見
ま
し
た
な
ら
ば
如
何
で
ど
ざ
い
ま
せ
う
か
。

中
で
第
八
番
目
に
位
し
て
居
る
そ
ふ
で
あ
り
ま
す
、
ま
た
我
が
園
と
最
も
事
情
を
同
う
し
て
居
る
所
の
英
国
K
於
て
軍
備
の
矯
め
に
個
人

が
負
倍
す
る
と
こ
ろ
の
金
額
は
十
固
十
八
銭
で
あ
る
、
然
る
に
我
が
帝
圏
に
於
て
は
僅
か
に
九
十
六
銭
で
ど
さ
い
ま
し
て
未
だ
十
分
の
一

に
も
及
ぶ
こ
と
が
で
き
な
い
そ
ふ
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
我
が
富
の
力
は
如
何
で
あ
る
か
。
我
が
日
本
の
金
満
家
と
云
ふ
も
の
は
幾
千

高
闘
を
以
て
数
へ
ら
れ
て
を
る
け
れ
ど
も
欧
米
の
金
満
家
と
云
ふ
も
の
は
幾
億
高
岡
を
以
て
算
へ
ら
れ
て
を
り
ま
す
。
そ
の
他
凡
て
生
活

の
度
か
ら
富
の
度
を
精
密
に
比
較
し
て
見
ま
す
な
ら
ば
、
こ
れ
は
申
す
ま
で
も
な
い
分
っ
て
を
る
と
乙
ろ
の
事
貫
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す

るま
た
ζ

の
園
家
を
生
長
護
達
せ
し
む
る
に
最
も
大
切
な
機
関
で
あ
る
と
ζ

ろ
の
教
育
は
如
何
で
あ
る
か
。
乙
れ
は
私
が
乙
の
敷
年
間
調
査

を
い
た
し
ま
し
た
我
園
の
教
育
の
有
様
と
散
米
の
教
育
の
有
様
と
を
比
較
し
た
と
と
ろ
の
統
計
を
屡
々
世
に
公
け
に
し
た
こ
と
が
ご
ざ
い

女子教育演説

ま
す
る
が
、
ど
う
も
ま
だ
我
園
の
数
育
の
有
様
は
敵
米
の
文
明
諸
園
の
教
育
の
有
様
と
比
較
し
た
ら
ど
う
で
す
。
我
四
千
四
百
高
の
人
口

ア

メ

リ

カ

を
有
し
て
居
る
と
乙
ろ
の
帝
国
と
、
凡
そ
同
数
の
六
千
寓
ば
か
り
の
人
口
を
有
し
て
居
る
と
こ
ろ
の
亜
米
利
加
の
大
皐
校
の
敢
に
比
べ
て
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み
ま
す
な
ら
ば
、
我
固
に
於
て
は
大
皐
が
二
、
高
等
祭
校
が
六
で
ど
ざ
い
ま
す
。
然
る
に
亜
米
利
加
に
於
て
は
、
大
皐
校
と
名
づ
け
る
も



の
は
三
百
七
十
六
、
殆
ん
ど
四
百
近
く
も
ど
ざ
い
ま
し
て
、
大
き
な
撃
校
K
は
二
千
三
千
、
少
し
く
下
り
た
る
程
度
の
皐
校
に
は
四
千
も

ゐ
0
ん
去
が
ら

一
校
に
持
っ
て
を
る
と
と
ろ
の
も
の
が
あ
る
で
す
。
そ
の
生
徒
の
数
か
ら
申
し
ま
し
で
も
、
皐
校
の
数
か
ら
申
し
ま
し
で
も
、
乍
遺
憾
我

200 

一
帝
同
の
教
育
裂
達
の
度
は
未
だ
を
く
れ
て
を
る
、
ま
た
普
及
の
程
度
か
ら
行
き
ま
し
て
、
我
園
の
小
皐
に
於
け
る
女
児
の
就
翠
数
と
云
ふ

も
の
は
百
分
の
四
十
で
、
絵
り
の
六
十
人
、
百
人
に
劃
す
る
六
十
人
と
云
ふ
も
の
は
、
無
朗
字
文
盲
の
民
を
育
て
L
居
る
と
云
ふ
有
様
K
な

っ
て
居
る
。
乙
れ
は
我
帝
園
の
身
躍
の
中
を
動
か
し
て
居
る
、
身
樫
を
作
っ
て
居
る
、
乙
の
身
簡
を
養
う
て
居
る
と
こ
ろ
の
、
色
々
な
機

闘
の
比
較
で
ど
ざ
い
ま
す
る
が
、
も
う

一つ
考
へ
て
見
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
ζ

と
が
あ
る
。
隈
令
ひ
日
本
一
帝
国
と
云
ふ
一
つ
の
身
瞳
は

少
々
小
く
あ
っ
て
も
そ
の
諸
機
闘
の
成
長
が
普
く
平
均
調
和
し
て
居
れ
ば
将
来
日
本
の
謹
達
す
る
こ
と
が
買
に
速
か
で
あ
り
ま
す
。
然
る

に
我
海
軍
の
力
は
、
世
界
各
国
の
中
で
第
十
二
番
の
地
位
に
居
り
ま
し
た
が
、
日
清
役
後
一
躍
し
て
第
八
番
固
ま
で
進
歩
し
た
そ
ふ
で
あ

る
。
ま
た
我
商
工
業
の
機
関
は
如
何
で
あ
る
か
。
乙
れ
ま
で
諸
命
回
一
世
の
資
本
金
と
云
ふ
も
の
は
、
数
十
高
園
を
以
っ
て
敷
へ
ら
れ
て
居
り

ま
し
た
が
、
今
日
は
数
百
寓
固
と
云
ふ
ζ

と
ま
で
に
進
歩
し
て
居
り
ま
す
。
ま
た
我
航
路
は
欧
米
に
ま
で
延
長
さ
れ
て
居
る
と
云
ふ
有
様

で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
教
育
と
云
ふ
機
関
は
、
他
の
機
闘
が
護
達
し
た
や
う
に
膨
脹
し
た
や
う
に
、
同
一
の
割
合
を
も
っ
て
進
歩
し
て
居

ら
ざ
る
の
み
な
ら
ず
誠
に
萎
縮
し
て
娠
は
な
い
、
ど
う
も
教
育
機
関
は
停
滞
を
し
て
先
き
へ
行
く
ζ

と
が
出
来
な
い
。
そ
と
で
教
育
は
是

非
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
園
民
を
育
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
必
要
は
迫
っ
て
居
る
け
れ
と
も
、
そ
の
機
関
を
運
輔
さ
せ
る
力

が
な
い
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
日
全
固
に
於
て
小
皐
校
の
正
教
員
の
不
足
が
二
高
人
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
、
中
間
学
校
の
教
員
も
足
ら
ぬ

で
、
文
部
省
K
於
て
は
困
っ
て
居
ら
る
L

と
云
ふ
有
様
で
あ
る
、
ま
た
こ
の
ご
ろ
京
都
に
大
翠
校
が
出
来
ま
す
が
、
乙
の
大
翠
校
へ
迭
く

る
と
ζ

ろ
の
教
授
も
足
ら
な
い
、

ζ

れ
か
ら
ど
う
も
欧
羅
巴
へ
留
皐
に
遣
ら
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
有
様
で
あ
る
、
女
子
教
育
は
勿

論
で
あ
る
、
ま
だ
男
子
教
育
の
着
手
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
着
手
が
出
来
て
居
ら
な
い
、
進
め
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
も
の
が
進
め
る
乙
と

が
出
来
な
い
、
他
の
機
関
の
護
達
と
決
し
て
平
均
を
取
る
と
と
が
出
来
な
い
、
大
い
に
権
衡
を
失
ふ
て
、
恰
も
日
蔭
の
植
物
の
や
う
な
有



様
を
墨
し
て
居
る
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
我
が
園
の
外
交
政
略
は
、
軍
艦
を
殖
や
し
兵
力
を
強
め
た
な
ら
ば
、
そ
れ
で
よ
ろ
し
ふ
ど
ざ
り
ま

せ
う
か
。
如
何
に
軍
艦
が
堅
固
で
あ
り
ま
し
で
も
、
兵
隊
に
勇
気
が
あ
り
ま
し
で
も
我
園
か
ら
諸
方
へ
出
て
居
る
人
民
が
無
教
育
で
あ
る

と
き
は
如
何
に
し
て
外
国
の
侮
辱
を
莞
か
る
L

と
云
乙
と
が
出
来
ま
せ
う
か
。
無
論
外
交
と
云
ふ
も
の
は
只
だ
軍
艦
を
以
て
の
み
出
来

る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
園
民
の
徳
義
と
、
そ
の
国
民
の
智
識
と
が
進
歩
し
な
け
れ
ば
、
決
し
て
針
等
の
交
際
を
績
け
る
ζ

と
は
出
来
な

会
に
同
か
ん

い
の
で
御
座
い
ま
す
。
私
が
米
国
か
ら
輯
り
ま
す
と
き
に
一
と
晩
布
庄
へ
立
ち
寄
り
ま
し
た
が
、
そ
の
港
に
は
浪
花
艦
が
碇
泊
を
し
て
を

っ
た
。
そ
の
軍
艦
を
見
て
賓
K
悦
ば
し
い
感
じ
が
起
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
港
へ
上
っ
て
多
く
の
日
本
人
に
遇
ひ
ま
し
た
で
す
、
と
こ
ろ

が
私
は
そ
の
晩
ど
う
も
慨
嘆
に
堪
へ
ぬ
で
能
く
眠
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
桑
港
へ
行
き
ま
し
た
と
き
に
は
感
慨
の
情
が
一
層

甚
だ
し
ゅ
ふ
ご
ざ
り
ま
し
た
、
多
く
の
我
青
年
が
桑
港
へ
上
陸
を
し
て
居
り
ま
す
が
、
多
く
は
堕
落
し
て
居
る
と
云
ふ
て
宜
し
い
位
で
あ

る
、
桑
港
に
於
て
堕
落
し
な
い
と
ζ

ろ
の
青
年
は
賀
に
豪
傑
で
ど
ざ
い
ま
す
。
え
ら
い
人
物
で
ど
ざ
い
ま
す
。
私
は
其
有
様
を
云
ふ
に
忍
び

ま
せ
ぬ
が
、
買
に
我
国
民
は
蒙
昧
な
不
徳
な
る
と
と
ろ
の
下
等
人
民
を
外
国
へ
出
す
こ
と
に
撮
り
て
我
国
辱
を
来
た
し
て
居
る
の
で
は
な

い
か
と
思
ふ
。
ど
う
云
ふ
有
様
で
あ
る
か
、
只
今

一
つ
の
例
を
穆
げ
ま
す
る
な
ら
ば
、
彼
の
支
那
人
で
も
野
鍾
人
で
も
す
る
こ
と
を
好
ま
な

い
の
に
、
我
園
の
下
等
人
民
は
金
銭
の
篤
め
に
、
己
れ
の
女
房
を
他
人
に
辱
し
め
さ
せ
る
と
い
ふ
を
聞
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
賓
際
諸
君
は

目
撃
な
さ
ら
ぬ
か
ら
痛
庫
を
御
感
じ
K
な
ら
な
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
賀
際
外
国
へ
行
き
ま
し
て
、
そ
の
内
幕
へ
這
入
っ
て
能
く
翻
ま
す
と

云
ふ
と
、
買
に
慨
嘆
K
堪
へ

な
い
。
幾
ら
我
帝
国
が
軍
艦
や
兵
士
を
外
園
へ
出
し
ま
し
た
と
こ
ろ
が
、
若
し
我
園
民
た
る
と
と
ろ
の
人
民

が
腐
敗
し
た
り
、
或
は
蒙
昧
に
陥

っ
た
り
、
即
ち
教
育
が
進
ま
ず
に
居
り
ま
し
た
な
ら
ば
如
何
に
し
て
我
園
光
を
世
界
に
輝
か
す
こ
と
が

女子主主Ti演説

出
来
ま
せ
う
か
、
こ
の
要
賄
を
摘
ん
で
言
ば
外
交
上
に
就
て
考
へ
て
も
教
育
普
及
の
必
要
あ
り
と
い
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
繭
工
業
と

教
育
と
を
比
較
し
て
見
ま
す
な
ら
.
は
今
日
大
阪
を

一
見
し
た
者
は
、
ぃ
也
ち
に
商
工
業
の
盛
ん
な
と
と
を
感
ぜ
ぬ
者
は
ご
ざ
い
ま
せ
ぬ
。
併
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し
な
が
ら
こ
の
大
阪
と
云
ふ
都
曾
の
榊
鰹
と
な

っ
て
居
る
と
こ
ろ
の
教
育
と
云
ふ
も
の
を
考
へ
て
見
ま
し
た
な
ら
ば
如
伺
で
あ
る
か
。
ま



た
ζ

の
我
園
民
の
智
識
の
程
度
を
比
較
し
て
見
た
な
ら
ば
如
何
で
あ
る
か
。
我
園
は
随
分
物
品
を
外
国
へ
稔
出
し
て
居
り
ま
す
、
併
し
な

が
ら
我
園
民
が
曾
て
我
園
の
智
識
を
外
圏
へ
犠
出
し
た
こ
と
が
あ
る
か
で
す
、
多
く
は
我
園
の
新
知
識
新
皐
問
と
云
ふ
も
の
は
外
園
よ
り
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総
入
さ
れ
て
居
る
。
普
く
ζ

の
教
育
と
云
ふ
機
関
と
一商
工
業
と
云
ふ
機
関
と
を
比
べ
て
、
教
育
の
有
様
を
考
へ
て
見
ま
す
る
と
、
ど
う
も

平
均
が
取
れ
な
い
。
ま
た
意
法
其
他
の
法
律
と
云
ふ
や
う
な
政
治
機
関
も
人
民
が
不
徳
蒙
昧
で
あ

っ
た
な
ら
ば
、
何
の
役
に
も
立
ち
ま
せ

ぬ
。
立
振
な
る
憲
法
も
園
民
の
教
育
が
進
ま
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
却

っ
て
園
家
に
筈
を
篤
す
と
と
が
あ
る
地
方
自
治
の
如
き
も
無
智
蒙
昧

の
民
に
は
、
そ
の
恩
津
を
蒙
む
ら
し
む
る
ζ

と
は
出
来
な
い
。
然
る
に
我
が
園
の
憲
法
、
我
園
の
法
律
は
美
を
極
め
善
を
壷
く
し
て
居
る

や
う
に
見
え
ま
す
る
が
、
そ
の
憲
法
が
進
み
法
律
が
進
み
、
そ
の
他
政
治
機
闘
が
護
達
し
た
ほ
ど
に
ζ

の
園
民
が
護
達
を
し
て
居
る
か
、

教
育
は
そ
の
割
合
に
進
歩
し
て
居
る
か
と
云
ふ
と
、
と
れ
も
樺
衡
を
失
し
て
居
る
や
う
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
が
矯
め
に
と
の
一
世
曾
に
今
日

種
々
な
腐
敗
や
弊
害
が
現
は
れ
て
居
る
と
云
ふ
ζ

と
は
勿
論
.
ど
な
た
も
お
気
附
に
な

っ
て
居
る
乙
と
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

そ
れ
で
こ
の
国
家
と
云
ふ
も
の
は
線
て
の
機
闘
が
相
平
均
調
和
し
て
能
く
働
ら
き
を
篤
さ
ん
け
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
能
く
成
長
す
る
と
と

は
出
来
ま
せ
ぬ
。
然
る
に
普
く
観
察
を
し
て
見
ま
す
と
云
ふ
と
、
我
園
の
教
育
機
闘
は
、
他
の
軍
備
や
、
商
工
業
や
、
政
治
機
関
な
ど
に

後
れ
を
取

っ
て
居
り
ま
す
。
そ
れ
で
私
は
第
一
に
こ
の
諸
機
闘
を
外
閣
の
身
瞳
に
比
較
を
致
し
、
ま
た
ζ

の
我
園
の
内
部
の
有
様
を
考
へ

て
見
ま
し
て
、
買
に
遺
憾
に
思
ふ
鮪
が
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
そ
の
比
較
を
失
ふ
て
居
る
と
と
ろ
の
教
育
と
云
ふ
機
闘
の
内
部
を
よ
く
探
つ

て
見
ま
す
と
云
ふ
と
、
ど
う
も
ま
た
ζ

の
教
育
機
闘
を
充
分
ζ

れ
か
ら
他
の
機
闘
に
後
れ
を
取
ら
ぬ
や
う
に
護
達
せ
し
め
ゃ
う
と
思
ひ
ま

す
る
に
は
大
い
に
訣
け
て
居
る
と
乙
ろ
の
黙
が
あ
る
や
う
に
考
へ
ら
れ
る
。

今
私
は
教
育
機
関
の
訣
貼
を
翠
げ
て
見
た
い
と
思
ひ
ま
す
が
、
時
聞
が
掛
り
ま
す
か
ら
蕊

K
は
唯
そ
の
箇
僚
だ
け
を
由
挙
げ
て
見
ま
せ
う
と

思
ひ
ま
す
。

そ
の
(
第
一
)
の
箇
僚
は
我
園
教
育
の
皐
制
で
あ
る
。
皐
制
を
絃
r
k

改
革
せ
ん
け
れ
ば
時
弊
を
救
ふ
と
と
は
出
来
ぬ
と
云
ふ
一
つ
の
必
要
が



迫
っ
て
居
り
は
せ
ぬ
か
と
思
ふ
で
す
。

(
第
二
)
は
事
卦
で
あ
る
。
教
育
機
闘
が
眠

っ
て
居
る
と
云
ふ
も
の
は
、
教
育
の
皐
理
が
眠
っ
て
居
る
、
教
育
の
曲
学
理
が
研
究
さ
れ
な
い
、

四
千
寓
の
人
口
を
有
し
て
居
る
我
帝
園
が
、

一
人
の
教
育
専
門
家
を
大
翠
の
教
育
事
の
椅
子
に
置
く
力
が
な
い
。
ま
た
今
日
女
子
教
育
に

付
て
は
種
々
弊
害
が
現
は
れ
て
来
た
、
乙
れ
は
い
け
な
い
と
云
ふ
ζ

と
は
誰
も
気
付
て
居
り
ま
す
る
が
、
乙
れ
を
歴
史
に
訴
へ
、
翠
理
に

照
ら
し
、
以
て
研
究
し
て
そ
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る
と
云
ふ
乙
と
、
即
ち
我
邦
女
子
教
育
の
皐
理
を
研
究
す
る
と
云
ふ
ζ

と
は
大
い
に

怠

っ
て
居
る
、
今
日
は
綿
て
皐
型
的
に
、
根
本
的
に
研
究
を
し
な
け
れ
ば
決
し
て
好
結
果
を
得
ら
れ
な
い
で
す
が
、
我
園
の
教
育
と
云
ふ

も
の
は
皐
理
の
研
究
と
云
ふ
も
の
に
大
い
に
怠

っ
て
居
る
。

(
第
一
二
)
は
普
及
、
前
に
も
少
し
く
申
し
ま
し
た
が
、
殊
に
と
の
女
子
教
育
の
普
及
と
云
ふ
ζ

と
は
誠
に
嘆
か
は
し
き
有
様
で
、

ζ

の
三
府

四
十
六
腕
の
中
で
未
だ
高
等
女
翠
校
の
な
い
所
は
四
十

一
服
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
大
阪
の
如
き
は
既
で
に
高
等
女
事
校
を

一
箇
持

っ
て
居

り
ま
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
生
徒
は
僅
か
に
六
七
百
人
に
過
ぎ
な
い
、
そ
の
六
七
百
人
の
竿
は
殆
ん
ど
小
準
教
育
の
程
度
で
あ
る
。
乙
れ

を
彼
の
亜
米
利
加
の
「プ

ル
ッ
ク
リ
ン
」
即
ち
ζ

の
大
阪
と
殆
ん
と
人
口
を
同
じ
う
し
て
居
る
と
ζ

ろ
の
「
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
」
の
中
撃
校
と

比
べ
て
見
ま
す
る
と
、
そ
の
公
立
翠
校
に
は
女
生
徒
の
数
が
二
千
人
、
男
生
徒
の
数
が
六
百
人
で
ど
ざ
い
ま
す
、
ま
た
も
う
一
つ
の
私
立

率
校
は
、
生
徒
の
数
は
四
千
人
ご
ざ
い
ま
し
て
、
そ
の
中
の
三
千
人
は
女
翠
生
で
あ
る
。
も
う
一
つ
大
き
な
師
範
皐
校
が
そ
の
市
街
K
立

っ
て
居
り
ま
す
る
が
、
と
れ
は
悉
く
女
生
徒
を
以
て
成
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
さ
う
す
る
と
既
に
ζ

の
三
校
だ
け
で
五
六
千
人
の
女
皐
生

を
持

っ
て
居
る
の
で
す
、
そ
の
他
に
も
向
ほ
種
々
な
女
皐
校
が
あ
る
で
ど
ざ
い
ま
す
、
け
れ
ど
も
ζ

の
大
阪
の
都
曾
に
於
て
は
唯
一
つ
の

女子教育演説

高
等
女
撃
校
を
似
て
そ
れ
で
事
が
足
り
て
行
く
の
で
御
座
い
ま
す
。

乙
れ
を
排
じ
ま
す
る
と
飴
り
長
く
な
り
ま
す
か
ら
略
し
ま
す
る
が
即
ち
教
育
の
精
神
で

(
第
四
)
は
最
も
大
切
な
事
で
ど
ざ
い
ま
す
る
が
、
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(
第
五
)
の
倣
賄
は
融
合
教
育
。

(
第
六
)
は
家
庭
教
育
。
我
園
の
教
育
機
関
は
家
庭
教
育
と
枇
曾
教
育
と
を
紋
い
て
居
る
。
乙
の
事
は
既
に
東
京
の
護
表
命
自に
於
て
陳
述
を
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い
た
し
ま
し
た
。

(
第
七
)
の
紋
賠
は
女
子
教
育
を
飲
い
て
照
る
。
乙
れ
は
大
接
大
切
な
る
問
題
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
る
。
教
育
機
闘
に
し
て
若
し
女
子
教

育
を
依
い
た
な
ら
ば
、
乙
れ
は
片
輸
の
教
育
と
言
は
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
江
原
君
は
、
女
子
教
育
を
欽
い
た
と
ζ

ろ
の
教
育
は
鳥
の

羽
翼
の

一
方
を
切

っ
た
や
う
な
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
ζ

と
を
言
は
れ
て
居
る
。
併
し
ζ

れ
は
鳥
の
羽
翼
の
一
方
を
切

っ
た
ば
か
り
で
は
な

ぃ
、
即
ち
根
本
を
鉄
い
て
居
る
と
と
ろ
の
教
育
と
言
は
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

私
が
絃
に
我
園
の
教
育
機
闘
は
女
子
教
育
を
紋
い
て
屑
る
と
申
し
ま
し
た
の
は
普
及
の
程
度
か
ら
申
し
た
の
で
あ
り
ま
す
、
ま
た
謹
達
の

程
度
か
ら
申
し
た
の
で
あ
る
。
我
園
の
女
子
教
育
は
未
だ
小
型
a

校
と
云
ふ
匝
域
を
脱
す
る
と
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
我
園
の
女

子
教
育
は
精
一
柳
を
失
ふ
て
居
る
、
充
分
に
護
達
を
し
な
い
、

ζ

の
女
子
教
育
に
付
て
は
今
日
種
々
様
々
の
鉢
蓄
が
あ
り
、
ま
た
園
民
が
女

子
教
育
に
就
て
点
針
に
迷
ふ
て
跨
る
。
是
等
の
貼
を
以
て
私
は
我
帝
園
の
数
育
機
闘
は
女
子
教
育
を
敏
い
て
居
る
と
云
ふ
言
葉
を
用
ひ
た

所
以
で
ど
ざ
い
ま
す
。

そ
乙
で
我
々
が
国
家
の
有
様
を
考
へ
ま
す
る
と
、
こ
れ
か
ら
将
来
を
慮
り
て
、
是
非
蕊
に
教
育
機
関
を
完
備
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
一五
必

要
に
迫
り
て
居
り
ま
す
る
か
ら
、
仲
絡
に
日
本
女
子
大
翠
校
と
云
ふ
も
の
を
設
け
て
、
そ
の
歓
賄
を
補
ひ
、
そ
の
精
神
を
回
復
し
、
そ
の
普

及
護
達
を
助
け
、
そ
の
模
範
を
作

っ
て
、
ど
う
か
方
針
を
確
定
し
た
い
と
云
ふ
希
望
を
持
っ
て
居
る
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
斯
く
女
子
教
育

を
完
備
に
し
て
、
と
の
友
子
教
育
の
力
に
擦

っ
て
、
大
い
に
男
子
教
育
に
影
響
を
及
.
ほ
さ
う
と
一ぷ
ふ
の
で
あ
る
。
削
ち
言
を
換
へ
て
一五へ

ば
、
我
教
育
機
闘
に
根
本
的
の
改
革
を
行
は
ん
け
れ
ば
な
る
ま
い
、
根
本
的

K
改
良
を
す
る
乙
と
に
カ
を
聾
し
て
見
た
い
と
云
ふ
希
望
で

ど
ざ
い
ま
す
。
そ
れ
で
今
日
本
女
子
大
同
学
校
l
l
l
乙
の
大
撃
校
と
云
ふ
言
葉
は
、
随
分
諸
君
の
お
耳
鰯
り
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
ふ



の
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
私
の
大
同
学
校
と
云
ふ
意
味
は
東
京
の
帝
国
「
ホ
テ
ル
」

K
於
て
既
に
陳
述
致
し
、
ま
た
之
れ
に
付
て
そ
の
考
へ

の
大
慢
を
「
太
陽
」
の
中
に
も
陳
述
し
て
置
き
ま
し
た
か
ら
し
て
、
諸
君
の
中
に
は
既
に
御
承
知
の
方
も
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
、
ま
た
御

承
知
の
な
い
方
も
あ
ら
う
と
恩
ひ
ま
す
が
、

ζ

の
女
子
大
翠
校
の
性
質
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
に
付
て
は
か
う
云
ふ
弊
害
が

あ
り
は
し
な
い
か
、
か
う
云
う
瓢
は
ど
う
云
ふ
や
う
に
考
へ
て
居
る
か
と
云
ふ
や
う
な
、
諸
君
の
中
に
種
々
一
様
々
の
議
論
や
ら
反
射
や
ら

が
起
っ
て
来
る
か
も
知
れ
ぬ
と
思
ひ
ま
す
。
乙
れ
に
就
て
は
詳
し
く
私
の
精
神
を
申
上
げ
た
い
で
す
け
れ
ど
も
、
時
聞
が
な
い
諜
で
あ

る
、
ま
た
そ
の
幾
分
は
女
子
教
育
談
の
中
に
も
現
は
れ
て
居
る
諜
で
あ
り
ま
す
か
ら
し
て
、

ζ

れ
は
略
し
ま
し
て
、
と
の
女
子
大
皐
校
と

云
う
も
の
が
何
故
K
今
日
起
ら
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
あ
る
か
と
云
ふ
、
そ
の
理
由
の
二
三
を
述
べ
て
置
く
事
に
致
し
た
い
と
考

へ

ま
す
。

工
商
業
の
潟
に
も
叉
軍
備
の
鶏
に
も
、
或
は
臨
阜
の
篤
に
も
大
師
学
校
の
設
が
あ
る
。
陸
軍
大
間
学
校
と
云
も
の
は
軍
備
の
篤
に
、
我
陸
軍
の

篤
K
M献
く
べ
か
ら
ざ
る
教
育
機
関
で
あ
る
。
ま
た
政
事
機
闘
の
矯
め
に
法
科
大
翠
が
必
要
で
あ
る
。
醤
科
大
撃
と
云
ふ
も
の
は
我
園
民
の

ゆ
る
A

し
A
U

の
み
な
ら
ず

日
も
忽
せ
に
出
来
な
い
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
事
は
明
ら
か
に
分
っ
て
居
る
事
で
ど
ざ
い
ま
す
。
加
之
今

健
康
を
保
ち
て
行
く

k
k
於
て

日
は
染
物
屋
の
矯
め
に
も
、
大
工
の
矯
め
に
も
、
土
方
の
矯
め
に
も
大
翠
校
が
要
る
と
云
ふ
や
う
な
有
様
に
な
っ
て
居
る
。
そ
れ
ど
ζ

ろ

で
は
な
い
、

ζ

れ
ま
で
は
役
K
立
た
な
い
者
と
し
て
棄
て
λ

居
っ
た
所
の
白
痴
の
鴛
め
に
も
、
馬
鹿
の
篤
め
に
も
、
盲
目
の
矯
め

K
も、

或
は
唖
の
篤
め
に
も
大
翠
校
が
要
る
や
う
に
な
っ
て
来
て
居
る
。

ζ

の
ど
ろ
亜
米
利
加
に
於
て
唖
で
聾
で
盲
目
で
、
見
る
乙
と
も
聞
く
と

y:下数m演説

と
も
言
ふ
ζ

と
も
出
来
な
い
所
の
娘
が
段
々
教
育
を
愛
け
て
彼
の
名
高
い

「ハ

1
ヴ

7
1
ド
」
大
翠
K
入
撃
し
た
者
が
あ
る
。
私
が
親
察

わ
き
ま

中
に
も
そ
の
富
田
同
学
校
に
行
き
ま
し
て
そ
の
襲
達
の
有
様
を
見
て
驚
い
た
、
削
ち
白
痴
教
育
、
物
を
言
ふ
事
も
出
来
ぬ
、
物
を
排
へ
る
ζ

と

も
出
来
ぬ
、
数
を
算
へ
る
事
も
知
ら
な
い
そ
の
馬
鹿
に
教
育
を
施
し
て
段
々
世
曾
の
有
害
を
除
く
の
み
な
ら
ず
、
幾
分
か
一
献命
日
へ
盆
を
興

F
』'」

へ
る
や
う
に
人
聞
を
僻
ら
へ
直
す
と
と
が
出
来
る
、
貨
に
教
育
の
力
と
云
ふ
も
の
は
恐
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
云
ふ
ζ

と
は
、
ζ

の
白
痴
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院
へ
行
き
、
或
は
盲
唖
院
へ
行
く
と
云
ふ
と
深
く
感
ず
る
の
で
と
ざ
い
ま
す
。
然
る
に
濁
り
女
子
の
篤
め
に
大
皐
校
と
云
ふ
や
う
な
る
機
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闘
は
不
必
要
で
あ
る
と
云
う
も
の
が
あ
る
。
ま
た
女
下
教
育
は
必
要
で
あ
る
と
認
め
て
居
る
も
の
は
無
論
多
く
あ
る
の
で
あ
る
が
、
併
し

む

つ

均

し

と
の
女
子
教
育
ほ
ど
六
ケ
敷
い
も
の
は
な
い
、
困
難
な
る
も
の
は
な
い
弊
害
の
起
り
易
い
も
の
は
な
い
、
然
る
K
何
故
に
ζ

の
困
難
な
る

女
子
説
脊
の
矯
め
に
大
撃
校
を
建
て
そ
の
護
達
を
促
す
必
要
は
な
い
か
。
大
皐
校
と
云
ふ
も
の
は
綿
て
の
機
関
を
翠
理
的
に
研
究
し
て
、

根
本
的
に
護
達
を
遊
げ
さ
せ
る
と
云
ふ
機
関
で
あ
る
。
如
何
な
る
機
関
を
護
達
せ
し
め
ん
と
致
し
ま
し
で
も
、
ど
う
し
て
も
皐
理
に
援
ら

ん
け
れ
ば
本
省
の
護
達
を
遂
げ
し
む
る
事
は
出
来
な
い
と
云
ふ
有
様
に
今
日
は
な
っ
て
居
る
。
そ
れ
で
私
は
今
日
我
日
本
一帝
園
の
篤
め

に
、
日
本
女
子
大
師
学
校
を
起
し
て
、
徳
て
の
機
関
の
根
本
を
養
成
し
た
い
と
考
へ
て
居
り
ま
す
る
が
、
私
の
大
皐
校
と
云
ふ
一意
味
K
は
二

通
り
あ
る
で
す
。
第

一
は
高
等
普
通
教
育
、
第
二
は
専
門
高
等
教
育
で
あ
る
。
高
等
普
通
教
育
は
人
聞
を
作
く
る
に
鉄
く
べ
か
ら
ざ
る
機

闘
で
あ
り
、
高
等
専
門
教
育
は
専
門
家
を
養
な
ふ
に
紋
く
べ
か
ら
ざ
る
機
関
で
あ
り
ま
す
。
今
後
我
日
本
帝
国
の
婦
人
は
如
何
に
教
育
す
べ

き
で
あ
る
か
、
如
何
に
養
育
す
べ
き
で
あ
る
か
、
か
な
ら
ず
や
園
満
な
る
人
と
篤
さ
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
優
美
淑
徳
を
備
へ
て
居
る
と

こ
ろ
の
婦
人
と
篤
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
智
徳
に
粂
ぬ
る
に
健
康
を
以
て
し
て
居
る
と
こ
ろ
の
国
民
を
養
成
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

即
ち
ζ

の
人
聞
を
作
る
に
、
婦
人
を
作
る
に
、
園
民
を
造
る
に
、
高
等
普
通
教
育
が
必
要
で
あ
る
、
ま
た
女
子
は
説
法
能
を
要
し
ま
す
る
か

ら
し
て
、
高
等
専
門
教
育
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
勿
論
高
等
教
育
と
云
ふ
に
も
、
女
子
に
釘
し
て
高
等
と
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
、
文
女
子

の
簡
易
専
門
教
育
に
射
し
て
云
ふ
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
勿
論
其
時
代
の
女
子
K
一
週
首
の
高
等
専
門
教
育
と
云
ふ
意
味
で
あ
り
ま
す
。
そ

れ
で
私
は
今
日
高
等
普
通
教
育
の
必
要
も
論
ず
べ
き
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
絵
り
長
く
な
り
ま
す
か
ら
略
し
ま
す
。
併
し
東
京
に
は
女
子
高

等
師
範
皐
校
が
あ
り
、
ま
た
諸
方
に
高
等
女
間
学
校
と
云
ふ
や
う
な
備
へ
も
あ
る
の
に
、
そ
の
上
に
斯
云
ふ
女
子
大
翠
校
と
云
ふ
や
う
な
る

間
学
校
を
起
す
必
要
は
如
何
な
る
所
に
在
る
か
と
云
ふ
理
由
を
少
し
く
述
べ
て
終
り
た
い
と
考
へ
ま
す
。

(
第
一
)
今
日
の
女
子
教
育
は
器
械
的
或
は
賓
用
的
に
な
っ
て
居
る
、
職
業
的
に
な
っ
て
居
る
、
然
ら
ぎ
れ
ば
遊
戯
的
に
な
っ
て
い
る
。
父



兄
が
自
分
の
子
女
を
皐
校
へ
送
る
の
に
、
何
か
教
育
を
し
て
置
い
た
な
ら
ば
、
自
活
の
塗
を
得
る
で
あ
ら
う
と
考
へ
て
居
る
、
然
ら
ざ
れ

ば
慰
み
中
十
分
に
勉
強
を
さ
せ
て
居
る
と
云
ふ
有
様
で
あ
る
、
そ
れ
ゆ
へ
に
器
械
的
に
あ
ら
ざ
れ
ば
職
業
的
で
あ
る
、
ま
た
は
遊
戯
的
で
あ

っ
て
国
家
に
最
と
も
必
要
な
る
人
聞
を
造
り
、
闘
満
な
る
女
子
を
造
る
と
云
ふ
教
育
が
訣
け
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
是
等
の
訣
乏
を
充

さ
ん
が
矯
め
に
斯
く
の
如
き
女
子
大
皐
校
を
要
す
る
諜
で
あ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

(
第
二
)
は
今
日
の
女
子
教
育
に
て
弊
害
が
多
い
、
ど
う
も
皐
聞
を
さ
せ
る
と
生
意
気
に
な
っ
て
、
女
ら
し
い
所
を
鍛
く
や
う
に
な
る
と

云
ふ
の
が
一
つ
の
弊
害
で
あ
る
。
も
う
一
つ
の
弊
害
は
翠
校
へ
遣
る
と
云
ふ
と
世
間
の
乙
と
に
疎
く
な
る
、
家
庭
の
風
に
逼
し
な
い
や
う

に
な
る
、
家
風
と
云
ふ
も
の
に
遠
ざ
か
っ
て
来
る
、
質
際
に
役
に
立
た
な
い
や
う
に
な
る
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。
是
等
は
官
際
女
子
教

育
の
中
に
現
は
れ
て
居
る
と
と
ろ
の
弊
害
で
あ
っ
て
、
乙
れ
を
打
ち
消
す
事
は
出
来
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
然
る
に
高
等
教
育
を
授
け
る

と
云
ふ
ζ

と
に
な
る
と
、
そ
の
弊
を
一
層
烈
し
く
す
る
で
は
な
い
か
と
云
ふ
議
論
が
起
り
ま
す
け
れ
ど
、
そ
れ
は
教
育
と
云
ふ
ζ

と
を
知

ら
な
い
人
の
考
へ
で
あ
る
、
教
育
と
云
ふ
も
の
は
さ
う
云
ふ
不
謙
遜
な
、
倣
慢
な
る
所
を
去
り
、
又
は
悪
徳
で
あ
る
凡
て
の
汚
れ
た
る
賭

を
取
除
い
て
純
粋
に
す
る
の
が
即
ち
教
育
で
あ
る
。
教
育
と
云
ふ
も
の
は
種
々
様
々
に
交
っ
て
居
る
金
属
を
熱
火
の
中
へ
入
れ
て
純
金
に

仕
直
す
所
の
方
法
手
段
で
ど
ざ
い
ま
す
。

こ
れ
は
官
際
に
於
て
現
は
れ
て
居
る
所
の
現
象
で
あ
る
。
今
回
世
界
各
国
を
歩
い
て
見
ま
し

て
、
多
く
の
人
に
面
舎
を
し
、
交
際
を
し
て
見
ま
し
て
、
買
に
ど
う
も
深
切
で
あ
る
ど
う
も
謙
遜
で
あ
る
、
ど
う
も
善
い
人
で
あ
る
と
云

ふ
て
賞
め
ら
れ
る
人
は
如
何
な
る
人
で
あ
る
か
、
高
等
教
育
を
愛
け
、
教
育
を
全
た
う
し
て
居
る
と
こ
ろ
の
男
女
で
ど
ざ
い
ま
す
、
そ
れ

で
今
日
の
女
子
に
あ
る
忠
弊
と
云
ふ
も
の
は
教
育
を
興
へ
て
こ
れ
を
矯
正
す
る
よ
り
他
に
方
法
は
な
い
の
で
あ
る
、
ま
た
今
日
家
政
に
疎

女子教育演説

い
や
う
に
な
る
と
云
ふ
の
は
、
枇
曾
に
も
一
つ
の
弊
が
と
ざ
い
ま
す
る
が
、

一
方
か
ら
云
へ

ば
そ
の
重
な
る
も
の
は
寄
宿
舎
で
あ
る
、
寄

宿
舎
の
制
が
患
い
の
で
あ
る
、
も
う
一
つ
は
我
園
の
家
庭
が
悪
い
篤
め
に
教
育
が
出
来
ぬ
。
今
日
世
の
中
K
何
所
か
善
い
慮
が
あ
れ
ば
白
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分
の
女
子
の
教
育
を
托
し
た
い
と
云
ふ
て
居
る
人
が
津
山
あ
る
。

ζ

の
頃
東
京
の
有
名
な
る
教
育
家
の
中
K
、
さ
う
云
ふ
事
校
が
出
来
た



な
ら
ば
、
仮
令
其
皐
校
が
九
州
の
端
に
置
か
れ
や
う
が
、
北
海
道
の
端
に
設
け
ら
れ
や
う
が
、
私
の
娘
を
托
し
た
い
と
云
ふ
て
居
る
人
が
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あ
る
。
ど
う
も
今
日
の
寄
宿
舎
制
度
が
不
完
全
で
あ
る
か
ら
弦
に
一
つ
の
模
範
的
皐
校
を
設
立
し
て
、
立
派
な
家
庭
の
風
を
造
り
、
買
に

善
良
な
る
家
庭
の
風
と
精
神
と
を
注
入
し
ゃ
う
と
云
ふ
必
要
が
あ
る
か
ら
し
て
、
今
回
金
を
入
れ
、
完
美
な
る
理
想
的
の
寄
宿
舎
を
設
け

た
所
の
一
大
同
学
校
を
起
さ
う
と
云
ふ
必
要
が
生
じ
て
来
た
諜
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
第
一
二
)
は
今
日
の
女
子
教
育
の
鍛
賄
は
女
教
員
が
な
い
と
云
ふ
と
と
で
あ
る
、
賓
に
模
範
の
婦
人
が
な
い
、
善
い
母
親
と
な
る
や
う
な

あ
ち
ら

ζ

ち
ら

者
が
な
い
と
云
ふ
ζ

と
で
あ
る
、
乙
の
頃
私
は
撃
校
の
篤
め
に
善
い
人
を
集
め
て
第

一
に
苦
い
舎
監
を
得
た
い
と
思
ひ
ま
し
て
彼
方
此
方

し
ば
し
ば

捜
し
て
、
種
々
な
婦
人
に
交
際
し
て
見
ま
し
た
が
、
賢
婦
は
何
れ
K
在
る
か
と
云
ふ
て
嘆
息
し
た
と
と
が
屡
々
あ
る
。
乙
の
頃
ζ

の
女
子

い
ち
に
ん

大
間
竿
校
を
起
す
に
付
て
熱
心
に
賛
成
し
て
、
大
い
に
骨
を
折
っ
て
居
ら
れ
る

一
人
が
、
永
く
自
分
の
子
息
の
篤
め
に
善
い
嫁
を
欲
し
い
と

も
と

思
ふ
て
、
需
め
て
見
た
け
れ
と
も
、
と
う
も
賢
母
良
妻
は
な
い
と
云
ふ
て
大
い
に
嘆
息
し
、
と
れ
で
は
い
か
な
い
、
.
ど
う
し
て
も
火
子
大

曲
学
校
を
起
さ
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
感
じ
を
起
さ
れ
た
と
云
ふ
と
と
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
第
四
)
は
普
繁
と
云
も
の
は
ζ

の
枇
舎
の
腐
敗
を

一
洗
す
る
矯
め
に
必
要
で
あ
る
。
家
庭
教
育
を
助
け
る
矯
め
に
紋
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の

で
あ
る
。
然
る
に
我
日
本
の
音
繁
と
云
ふ
も
の
は
・
買
に
不
完
全
で
あ
る
、
我
園
で

一
番
護
達
を
し
な
い
も
の
は
音
繁
で
ご
ざ
い
ま
す
、
特

に
婦
人
に
大
切
な
る
豆
一
日
繁
が
一
番
霊
達
を
し
て
居
ら
な
い
。
文
改
良
す
べ
き
黙
が
種
々
あ
る
。
こ
の
頃
音
繁
専
門
家
の
言
葉
を
聞
き
ま
す

イ

〆

ド

ア

フ

リ

カ

と
我
日
本
は
一音
祭
に
於
て
は
彼
の
支
那
よ
り
も
、
印
度
よ
り
も
、
亜
弗
利
加
よ
り
も
、
劣
っ
て
居
る
、
と
れ
を
敵
米
各
固
に
比
較
し
て
見

た
な
ら
.
は
百
年
ほ
ど
後
れ
て
居
る
と
云
ふ
事
で
あ
り
ま
す
。
併
し
今
日
我
固
に
於
て
音
繁
を
謹
達
せ
し
む
る
と
云
ふ
こ
と
は
非
常
に
骨
の

折
れ
る
と
と
で
、
翠
理
的
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
間
竿
問
的
に
根
本
か
ら
や
っ
て
来
ん
け
れ
ば
国
民
の
道
徳
心
を
直
し
、
或
は
家
庭
の

有
様
を
諮
問
く
し
、
其
他
種
々
の
教
育
を
全
た
う
す
る
や
う
な
音
繁
は
護
達
し
な
い
の
で
あ
り
ま
す
。
故
に
我
帝
国
に
か
う
云
ふ
一孟一
回
集
、
印

ち一
Z

田
繁
部
を
有
す
る
所
の
完
全
な
る
大
皐
校
を
起
さ
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
必
要
が
あ
り
ま
す
。



(
第
五
)
は
我
園
の
教
育
の
中
で
一
番
後
れ
を
取
っ
て
居
る
も
の
は
睦
育
で
あ
る
。
勿
論
精
一
脚
的
の
教
育
も
さ
う
で
ど
ざ
い
ま
す
が
、
間
育

は
殊
に
後
れ
て
居
る
、

一
番
研
究
の
出
来
て
居
ら
な
い
も
の
は
髄
育
で
あ
る
、
成
程
総
て
の
小
同
学
校
に
も
大
型
校
K
も
飽
操
と
云
ふ
も
の

は
あ
る
。
乙
れ
は
如
伺
な
る
睦
様
で
あ
る
か
、
唯
各
国
で
か
う
云
ふ
事
を
や
っ
て
居
る
か
ら
し
て
、
お
れ
も
や
ら
う
と
云
ふ
事
で
あ
る
け

れ
ど
も
、
皐
理
的
に
研
究
を
し
た
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
今
日
の
女
翠
校
で
も
男
子
の
翠
校
で
も
、

一
つ
の
鉄
黙
は
即
ち
皐
生

の
身
簡
が
わ
る
い
、
身
盟
を
弱
く
し
て
居
る
、
設
達
を
妨
げ
て
居
る
、

ζ

の
と
と
は
と
の
ど
ろ
文
部
省
で
調
べ
ら
れ
た
と
ζ

ろ
の
統
計
が

証
明
を
し
て
居
る
。
散
米
に
於
て
も

一
時
皐
聞
の
矯
め
に
身
躍
を
わ
る
く
し
た
と
云
ふ
時
代
が
在
っ
た
で
ご
ざ
い
ま
す
、
け
れ
ど
も
今
日

亜
米
利
加
な
ど
の
女
子
大
皐
校
、
そ
の
他
男
子
大
皐
校
の
統
計
は
何
を
表
は
し
て
居
る
か
、
大
皐
校
へ
這
入
り
ま
し
て
か
ら
卒
業
す
る
ま

で
に
身
健
の
機
闘
が
大
嬰
に
進
歩
し
て
居
る
、
ま
た
そ
の
摩
校
へ
這
入
り
ま
し
た
と
ζ

ろ
の
女
生
は
、
事
校
へ
這
入
ら
な
い
と
こ
ろ
の
女

生
よ
り
は
身
躍
が
宜
く
な
っ
て
居
る
。
こ
れ
は
彼
の
園
の
大
開
学
校
か
ら
出
て
居
る
と
ζ

ろ
の
統
計
表
に
現
は
れ
て
居
る
。
尤
も
一
年
の
統

計
表
を
示
す
の
み
な
ら
ず
、
毎
週
間
統
計
を
取
っ
て
や

っ
て
居
る
の
で
す
。
こ
れ
は
ど
う
云
ふ
も
の
で
あ
る
か
、
そ
の
基
は
何
慮
に
在
る

か
と
云
ふ
と
憧
育
皐
科
と
云
ふ
も
の
が
盛
ん
K
行
は
れ
て
居
る
で
す
。
そ
れ
に
付
て
は
燭
逸

K
は
濁
逸
瞳
操
と
云
ふ
も
の
が
あ
る
、
瑞

典
に
は
瑞
典
「
シ
ス
テ
ム
」
と
云
ふ
間
操
が
あ
る
、
亜
米
利
加
に
は
亜
米
利
加
の
臨
操
が
あ
る
。
ζ

の
間
操
の
術
と
云
ふ
も
の
は
百
年
の
星

霜
を
綬
て
迭
に
今
日
に
至
っ
た
の
で
ご
ざ
い
ま
す
。
加
之
一
般
男
子
に
も
女
チ
に
も
瞥
墜
と
云
ふ
智
識
が
住
人
さ
れ
て
居
り
ま
す
る
か
ら

し
て
、
乙
の
殴
商
事
と
云
ふ
智
識
が
大
い
に
園
民
を
謹
達
せ
し
め
る
、
大
い
に
身
鵠
を
護
達
せ
し
め
て
居
る
。
然
る
に
我
園
に
於
て
は
髄
育

翠
と
云
ふ
も
の
は

一
向
研
究
さ
れ
て
居
ら
な
い
、
今
日
の
髄
操
と
云
ふ
も
の
は
皐
理
K
遍
し
て
居
ら
な
い
皐
理
に
操
っ
て
方
針
を
定
め
て

女子教育演説

居
ら
な
い
、
多
く
は
各
国
K
行
は
れ
て
居
る
と
乙
ろ
の
有
様
を
虞
似
て
や
る
と
云
ふ
有
様
で
あ
る
か
ら
し
て
、
乙
れ
で
は
い
か
な
い
、
矢

張
り
乙
の
身
躍
を
善
く
す
る
に
は
睦
育
撃
と
云
ふ
と
と
ろ
の
皐
聞
が
必
要
で
あ
る
、

ζ

れ
が
矯
め
に
矢
張
大
皐
校
が
要
る
。
亜
米
利
加
の
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大
皐
校
に
は
必
ず
開
育
部
が
あ
る
、
ま
た
鯉
育
翠
校
、
或
は
瞳
志
向
大
皐
校
と
云
ふ
て
も
宜
い
や
う
な
皐
校
も
あ
る
。
そ
れ
故
K
今
日
我
園



に
於
き
ま
し
て
は
、
翠
理
を
研
究
し
て
根
本
的
か
ら
改
革
を
せ
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
云
ふ
必
要
が
ご
ざ
い
ま
す
る
が
、
今
日
の
女
翠
校

に
は
酷
撃
を
心
得
て
本
歯
に
髄
育
の
分
る
教
師
は
一
人
も
居
ら
ぬ
。
今
日
は
皐
校
に
於
て
醤
翠
や
生
理
皐
其
他
衛
生
翠
の
精
一
脚
を
吹
込
む

と
云
ふ
乙
と
は
大
い
に
怠
っ

て
居
る
で
す
。
私
は
ど
う
し
て
も
日
本
の
女
子
皐
校
の
篤
め
に
件
以
に
抽
阻
害
同
筆
を
皐
ん
で
少
し
く
醤
皐
や
生
理
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や
心
理
や
教
育
皐
が
分
っ
て
居
る
と
ζ

ろ
の
閤
育
教
師
を
養
成
し
て
各
地
の
女
撃
校
へ
振
出
し
、
大
い
に
女
子
の
臨
育
を
起
さ
ん
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
云
ふ
必
要
が
迫
っ
て
居
る
と
云
ふ
乙
と
を
感
じ
ま
す
。

故
に
終
に
起
ら
ん
と
す
る
大
皐
校
に
は
鵠
育
部
を
設
け
た
い
と
云
ふ

精
一
脚
で
ど
ざ
い
ま
す
。

(
第
六
)

に
は
そ
の
他
衣
類
の
矯
め

K
も
家
屋
の
矯
め
に
も
、
毎
円
我
々
が
喰
べ

て
府
る
と
ζ

ろ
の
料
理
の
矯
め
に
も
或
は
庭
園
の
矯
め

に
も
大
皐
校
が
必
要
で
あ
る
。
育
児
の
篤
め
に
も
必
要
で
あ
る
。
今
日
我
圏
に
幼
稚
園
と
云
ふ
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、

ζ

の
幼
稚
園
の

H

収
賄
は
伺
慮
に
在
る
か
随
分
綿
て
の
ζ

と
が
完
備
し
て
居
り
ま
す
け
れ
ど
も
唯

一
貼
紙
け
て
居
る
と
と
ろ
の
も
の
は
何
か
、
即
ち
保
婦
が
、

曲
学
理
を
知
ら
な
い
、
唯
恩
物
を
輿
へ
て
居
る
、
運
動
を
さ
せ
て
居
る
、
さ
う
し
て
何
が
矯
め
に
そ
の
恩
物
を
興
へ
る
か
、
ど
う
云
ふ
わ
け

で
か
う
云
ふ
や
う
な
子
供
を
扱
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
云
ふ
と
こ
ろ
の
皐
理
に
至
つ
て
は
保
嫡
は
知
ら
な
い

、
そ
れ
放
に
却
て
幼
稚
闘
に

も
り

は
時
々
筈
を
附
附
し
て
居
る
と
と
ろ
の
弊
が
あ
る
。
子
供
を
侍
す
る
位
の
事
に
は
皐
聞
は
要
ら
な
い
や
う
に
思
は
れ
ま
す
る
が
、
決
し
て
さ

う
で
は
な
い
で
す
。

例
へ
ば
私
共
が
病
気
に
躍
っ
た
時
に
、
楽
屋
へ
行
て
薬
を
買
て
来
て
飲
ば
治
さ
う
な
も
の
で
あ
る
が
、
さ
う
云
ふ
諜

だ
な
ら
ば

に
は
い
か
な
い
。
ど
う
し
て
も
留
者
に
峻
ら
ん
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
酷
者
に
嬢
ら
ず
し
て
唯
楽
屋
へ
行
っ
て
獲
を
買
ふ
て
来
て
飲
ん

:
劇
薬
を
飲
ん
だ
な
ら
ば
偶
K
は
嘗
る
ζ

と
が
あ
る
か
も
知
ら
ぬ
が
先
づ
多
く
は
害
を
及
ぼ
し
て
、
盆
に
身
髄
を
亡
ぼ
す

と
云
ふ
乙
と
が
起
っ
て
来
る
。
留
者
と
云
ふ
も
の
は
そ
の
道
の
皐
閣
内
を
諮
問
く
知
つ
て
は
出
る
o
C
の
薬
を
興
へ
た
な
ら
ば
ど
う
云
ふ
結
果
を
現

は
す
と
云
ふ
乙
と
を
明
ら
か
に
解
っ
て
居
る
c

ζ

の
醤
者
と
云
ふ
も
の
は
私
共
の
病
気
を
癒
や
す
矯
め
に
必
要
で
あ
る
様
に
幼
稚
教
育
の

わ
き
季

篤
め
に
曲
学
理
を
鼎
へ
た
る
保
栂
が
必
要
で
あ
る
。



買
は
今
日
私
の
脳
髄
は
大
に
疲
れ
て
居
り
ま
し
て
、
充
分
K
皆
さ
ん
が
お
わ
か
り
に
な
る
や
う
に
お
話
す
る
ζ

と
は
出
来
ま
せ
ぬ
で
ど
ざ

い
ま
し
た
。
又

一
問
題
に
つ
い
て
一
時
間
も
二
時
間
も
掛
っ
て
設
か
ん
け
れ
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
僅
か
二
分
か
三
分
で
申
し
ま
し
た
か
ら
し

て
、
ど
う
し
て
も
そ
の
意
を
壷
く
す
と
と
は
出
来
な
い
の
で
ど
ざ
い
ま
す
。
私
は
遺
憾
に
考
へ
て
居
り
ま
す
が
、
唯
私
は
今
日
の
我
が
園

家
と
云
ふ
事
を
考
へ
ま
し
て
、
乙
の
教
育
機
関
の
有
様
を
考
へ
ま
し
て
ど
う
し
て
も
我
日
本
の
矯
め
に
、
我
教
育
機
関
の
篤
め
に
、
特
に

女
子
教
育
機
闘
の
矯
め
に
斯
る
女
子
大
撃
校
を
全
園
に
三
箇
ば
か
り
起
す
と
こ
ろ
の
必
要
が
あ
り
は
し
な
い
か
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
即
ち

関
東
に
一
校
、
関
西
に
一
校
、
九
州
に
一
校
を
設
け
、
而
し
て
ζ

れ
を
女
子
教
育
の
三
大
中
心
と
い
た
し
ま
し
て
、
そ
の
普
及
襲
達
を
助

け
る
必
要
は
な
い
か
。

ζ

れ
を
文
部
省
で
直
ち
に
着
手
す
れ
ば
宜
か
ら
う
と
云
ふ
や
う
な
考
へ
も
起
り
ま
す
が
、
前
に
述
べ
ま
し
た
ゃ
う

に
文
部
省
に
於
て
は
小
同
学
教
員
す
ら
二
高
人
も
紋
け
て
居
り
其
他
種
々
事
情
が
あ
り
ま
し
て
、
今
日
直
に
と
れ
K
着
手
は
出
来
な
い
と
一五

ふ
今
日
の
有
様
を
墨
し
て
居
る
の
で
ど
さ
い
ま
す
か
ら
、
此
際
我
々
国
民
は
奮
っ
て
大
い
に
警
醒
し
て
、
共
同
一
致
し
て
、
乙
の
女
子
教

育
の
控
達
を
助
け
る
と
云
ふ
必
要
が
あ
ら
う
と
云
ふ
考
へ
で
、

ζ

の
女
子
大
串
校
の
起
ら
ん
事
を
、
希
望
し
て
居
り
ま
し
た
が
、
今
や
事

ほ略
ぼ
絡
に
着
き
ま
し
て
貴
顛
紳
士
の
熱
心
な
る
御
賛
成
を
得
、
乙
の
大
阪
の
地
に
第
一
に
斯
の
如
き
女
子
大
撃
校
を
設
立
せ
ん
と
す
る
逼

び
K
歪
り
ま
し
た
ζ

と
は
国
家
の
矯
め
に
誠
に
賀
す
べ
き
ζ

と
で
あ
る
と
信
じ
て
居
り
ま
す
。

私
は
満
堂
諸
君
の
公
共
心
、
諸
君
の
愛
国
心
、
諸
君
の
義
侠
心
、
諸
君
の
富
の
力
は
、
能
く
ζ

の
女
子
大
皐
校
を
設
立
せ
し
め
且
つ
、
氷
遠

に
襲
達
せ
し
め
玉
ふ
と
と
ろ
の
力
が
あ
る
と
云
ふ
こ
と
は
信
じ
て
疑
ひ
ま
せ
ん
、
願
く
は
私
共
の
微
衷
を
洞
察
さ
れ
て
ど
う
か
充
分
の
御

賛
助
を
仰
ぎ
た
い
と
切
望
致
し
ま
す
。
(
拍
手
大
喝
采
)

女子教育演説

(
明
治
三
十
年
八
月
出
版
)

211 




